
平成19年度　群馬のことばと文化　第７回「群馬の史跡めぐり」 平成19年12月7日

群馬県立女子大学教授　北川和秀

　　　　群馬県内に所在する国指定史跡

名称 地域 時代

○ 1 岩宿遺跡（いわじゅくいせき） みどり市笠懸町阿左美1871ほか 旧石器時代 遺跡他

2西鹿田中島遺跡（さいしかだなかじまいせき） みどり市笠懸町 縄文草創期 遺跡他

3水上（みなかみ）石器時代住居跡 利根郡みなかみ町大穴大久保537、坂上705 縄文中期末葉 遺跡他

4矢瀬遺跡（やぜいせき） 利根郡みなかみ町月夜野矢瀬 縄文後期～晩期 遺跡他

5茅野遺跡（かやのいせき） 北群馬郡榛東村長岡 縄文後期～晩期 遺跡他

6譲原（ゆずりはら）石器時代住居跡 藤岡市譲原1087 縄文晩期初頭 遺跡他

7滝沢（たきざわ）石器時代遺跡 渋川市赤城町 縄文時代 遺跡他

8日高遺跡（ひだかいせき） 高崎市日高町高畑前31-2ほか 弥生時代・平安時代 遺跡他

9中高瀬観音山遺跡（なかたかせかんのんやまいせき）富岡市中高瀬ほか 弥生時代末期 遺跡他

10浅間山古墳（せんげんやまこふん） 高崎市倉賀野町 ５世紀前期～中期 古墳

11大鶴巻古墳（おおつるまきこふん） 高崎市倉賀野町 ５世紀前半 古墳

12白石稲荷山古墳（しろいしいなりやまこふん） 藤岡市白石1365ほか ５世紀前半 古墳

13女体山古墳（にょたいざんこふん） 太田市内ヶ島町1506ほか ５世紀半ば～後半 古墳

△14 天神山古墳（てんじんやまこふん） 太田市内ヶ島町1606ほか ５世紀半ば～後半 古墳

15八幡山古墳（はちまんやまこふん） 前橋市朝倉町4-9-3 ５世紀頃 古墳

16北谷遺跡（きたやついせき） 高崎市 ５世紀後半～６世紀初 遺跡他

○17 保渡田古墳群（ほどたこふんぐん） 高崎市保渡田町・井出町 ５世紀末～６世紀前半 古墳

18前二子古墳（まえふたごこふん） 前橋市西大室町2659-1ほか ６世紀前半 古墳

19黒井峯遺跡（くろいみねいせき） 渋川市北牧3-42ほか ６世紀中期 遺跡他

○20 二子山古墳（ふたごやまこふん）（総社） 前橋市総社町植野368 ６世紀後半 古墳

△21 二子山古墳（ふたごやまこふん）（天川） 前橋市文京町3-26 ６世紀後半～７世紀初 古墳

22中二子古墳（なかふたごこふん） 前橋市西大室町1501ほか ６世紀後半～７世紀前半古墳

23七輿山古墳（ななこしやまこふん） 藤岡市上落合甲831 ６世紀後半 古墳

○24 観音山古墳（かんのんやまこふん） 高崎市綿貫町1752ほか ６世紀末～７世紀初 古墳

25本郷埴輪窯跡（ほんごうはにわかまあと） 藤岡市本郷304-1 ６世紀～７世紀前半 遺跡他

26後二子古墳（うしろふたごこふん）附小古墳 前橋市西大室町2142ほか ７世紀前半 古墳

27観音塚古墳（かんのんづかこふん） 高崎市八幡町1087 ７世紀前半 古墳

○28 山ノ上碑（やまのうえのひ）及び古墳 高崎市山名町2014 681年 碑・墓所等

○29 蛇穴山古墳（じゃけつざんこふん） 前橋市総社町総社1587 ７世紀後半 古墳

○30 山王塔跡（さんのうとうあと） 前橋市総社町総社2408 ７世紀後半以降 寺社跡

○31 宝塔山古墳（ほうとうざんこふん） 前橋市総社町総社1606 ７世紀末 古墳

○32 多胡碑（たごひ） 多野郡吉井町池1095 711年 碑・墓所等

○33 金井沢碑（かないざわのひ） 高崎市山名町2334 726年 碑・墓所等

○34 上野国分寺跡（こうずけこくぶんじあと） 高崎市東国分町・引間町、前橋市元総社町 741年以降 寺社跡

○35 武井廃寺塔跡（たけいはいじとうあと） 桐生市新里町武井598 奈良時代 寺社跡

36十三宝塚遺跡（じゅうさんぽうづかいせき） 伊勢崎市境伊与久3344-311ほか ８世紀後半頃 遺跡他

37女堀（おんなぼり） 前橋市飯土井町、伊勢崎市赤堀町下触ほか 12世紀 遺跡他

38新田荘遺跡（にったのしょういせき） 太田市 中世 遺跡他

39生品神社境内（いくしなじんじゃけいだい） 太田市新田市野井1934ほか 鎌倉末期 その他の史跡

40金山城跡（かなやまじょうあと） 太田市金山町40-16ほか 室町時代 城館跡等

41箕輪城跡（みのわじょうあと） 高崎市箕郷町西明屋 戦国時代 城館跡等

42高山彦九郎（たかやまひこくろう）宅跡附遺髪塚 太田市細谷 江戸時代 その他の史跡

43旧富岡製糸場（きゅうとみおかせいしじょう） 富岡市 明治５年 その他の史跡
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